
昭
和
二
十
七
年
政
令
第
五
十
九
号

国
土
調
査
法
施
行
令

内
閣
は
、
国
土
調
査
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
百
八
十
号
）
に
基
き
、
及
び
同
法
を
実
施
す
る
た
め
、
こ
の
政

令
を
制
定
す
る
。

（
土
地
改
良
区
そ
の
他
の
者
）

第
一
条
　
国
土
調
査
法
（
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
第
二
条
第
一
項
第
三
号
の
規
定
に
よ
る
政
令
で
定
め
る
者
は
、

次
に
掲
げ
る
者
と
す
る
。

一
　
土
地
改
良
区
及
び
土
地
改
良
区
連
合

二
　
土
地
区
画
整
理
組
合

三
　
農
業
協
同
組
合
及
び
農
業
協
同
組
合
連
合
会

四
　
森
林
組
合
、
生
産
森
林
組
合
及
び
森
林
組
合
連
合
会

五
　
農
業
委
員
会

六
　
水
害
予
防
組
合
法
（
明
治
四
十
一
年
法
律
第
五
十
号
）
の
規
定
に
基
づ
き
設
立
さ
れ
る
水
害
予
防
組
合
及
び

水
害
予
防
組
合
連
合

七
　
漁
業
協
同
組
合
及
び
漁
業
協
同
組
合
連
合
会

八
　
そ
の
他
前
各
号
に
準
ず
る
者
で
、
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
も
の

（
地
図
及
び
簿
冊
の
様
式
）

第
二
条
　
法
第
二
条
第
六
項
及
び
第
二
十
一
条
の
二
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
地
図
及
び
簿
冊
の
様
式
は
、
次
に
定
め

る
と
こ
ろ
に
よ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
法
第
二
条
第
二
項
か
ら
第
五
項
ま
で
及
び
第
二
十
一
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
地
図
及
び
簿
冊
に
示
す
地

点
の
位
置
は
、
地
理
学
的
経
緯
度
、
別
表
第
一
に
掲
げ
る
平
面
直
角
座
標
系
（
以
下
「
座
標
系
」
と
い
う
。
）

に
よ
る
平
面
直
角
座
標
値
（
以
下
「
座
標
値
」
と
い
う
。
）
若
し
く
は
平
均
海
面
か
ら
の
高
さ
で
、
又
は
こ
れ

ら
を
併
用
し
て
、
表
示
す
る
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
量
的
測
定
を
し
な
い
地
図
並
び
に
測
量
の
結
果
以
外
の

事
項
を
記
録
す
る
簿
冊
及
び
測
量
の
結
果
と
し
て
は
面
積
の
み
を
記
録
す
る
簿
冊
に
つ
い
て
は
、
こ
の
限
り
で

な
い
。

二
　
法
第
二
条
第
二
項
か
ら
第
四
項
ま
で
に
規
定
す
る
地
図
の
縮
尺
は
、
二
百
五
十
分
の
一
、
五
百
分
の
一
、
千

分
の
一
、
二
千
五
百
分
の
一
、
五
千
分
の
一
、
一
万
分
の
一
、
二
万
五
千
分
の
一
若
し
く
は
五
万
分
の
一
又
は

十
万
分
の
一
以
下
で
国
土
交
通
大
臣
が
定
め
る
も
の
と
す
る
。

三
　
法
第
二
条
第
二
項
に
規
定
す
る
地
図
及
び
簿
冊
の
う
ち
基
準
点
の
測
量
の
結
果
を
示
す
地
図
（
以
下
「
基
準

点
網
図
」
と
い
う
。
）
又
は
簿
冊
（
以
下
「
基
準
点
測
量
成
果
簿
」
と
い
う
。
）
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
次
に
掲
げ
る

事
項
を
表
示
す
る
も
の
と
す
る
。

イ
　
基
準
点
網
図

名
称

縮
尺

図
郭
線
及
び
そ
の
数
値

与
点
及
び
与
辺

新
点
及
び
こ
れ
を
決
定
す
る
た
め
の
方
向
線

主
要
な
地
物

ロ
　
基
準
点
測
量
成
果
簿

基
準
点
の
種
別
、
等
級
及
び
名
称

座
標
系
の
名
称
又
は
記
号

座
標
値

平
均
海
面
か
ら
の
高
さ

観
測
さ
れ
た
基
準
点
の
種
別
、
等
級
及
び
名
称

観
測
さ
れ
た
基
準
点
に
対
す
る
方
向
角
及
び
こ
れ
に
至
る
辺
長

四
　
法
第
二
条
第
二
項
に
規
定
す
る
地
図
及
び
簿
冊
の
う
ち
地
籍
調
査
の
基
礎
と
す
る
た
め
に
行
う
土
地
及
び
水

面
の
測
量
の
結
果
を
示
す
地
図
（
以
下
「
地
籍
基
本
調
査
図
」
と
い
う
。
）
又
は
簿
冊
（
以
下
「
地
籍
基
本
調

査
簿
」
と
い
う
。
）
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
次
に
掲
げ
る
事
項
を
表
示
す
る
も
の
と
す
る
。

イ
　
地
籍
基
本
調
査
図

名
称

番
号

縮
尺

座
標
系
の
名
称
又
は
記
号

図
郭
線
及
び
そ
の
数
値

基
本
測
量
三
角
点
、
基
本
測
量
水
準
点
及
び
基
準
点
の
位
置

隣
図
と
の
関
係

地
番
区
域
の
名
称

地
籍
基
本
三
角
点
、
地
籍
基
本
多
角
点
及
び
地
籍
基
本
細
部
点
の
位
置
及
び
番
号

街
区
の
形
状
、
地
形
、
植
生
、
地
盤
の
変
動
そ
の
他
の
事
項
で
あ
つ
て
、
土
地
の
境
界
の
測
量
の
基
礎
と
な

る
も
の
と
し
て
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
も
の

ロ
　
地
籍
基
本
調
査
簿

地
籍
基
本
三
角
点
、
地
籍
基
本
多
角
点
及
び
地
籍
基
本
細
部
点
の
番
号
及
び
座
標
値

関
係
の
地
籍
基
本
調
査
図
の
番
号

五
　
法
第
二
条
第
二
項
に
規
定
す
る
地
図
及
び
簿
冊
の
う
ち
土
地
分
類
調
査
の
基
準
の
設
定
の
た
め
の
調
査
の
結

果
を
示
す
地
図
（
以
下
「
土
地
分
類
基
本
調
査
図
」
と
い
う
。
）
又
は
簿
冊
（
以
下
「
土
地
分
類
基
本
調
査
簿
」

と
い
う
。
）
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
次
に
掲
げ
る
事
項
を
表
示
す
る
も
の
と
す
る
。

イ
　
土
地
分
類
基
本
調
査
図

名
称

縮
尺

地
形
の
成
因
別
及
び
性
状
別
分
布
状
況
又
は
表
層
地
質
若
し
く
は
土
壌
の
性
状
別
分
布
状
況

土
地
の
利
用
の
可
能
性
を
把
握
す
る
た
め
に
参
考
と
な
る
べ
き
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
過
去
の
土
地
の
利

用
状
況

ロ
　
土
地
分
類
基
本
調
査
簿

名
称

地
形
、
表
層
地
質
又
は
土
壌
の
特
性

土
地
の
利
用
の
可
能
性
を
把
握
す
る
た
め
に
参
考
と
な
る
べ
き
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
過
去
の
土
地
の
利

用
状
況

土
地
の
開
発
、
保
全
及
び
利
用
と
の
関
係

六
　
法
第
二
条
第
二
項
に
規
定
す
る
地
図
及
び
簿
冊
の
う
ち
水
調
査
の
基
準
の
設
定
の
た
め
の
調
査
の
結
果
を
示

す
地
図
（
以
下
「
水
基
本
調
査
観
測
網
一
覧
図
」
と
い
う
。
）
又
は
簿
冊
（
以
下
「
水
基
本
調
査
観
測
網
一
覧

表
」
と
い
う
。
）
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
次
に
掲
げ
る
事
項
を
表
示
す
る
も
の
と
す
る
。

イ
　
水
基
本
調
査
観
測
網
一
覧
図

名
称

縮
尺

調
査
地
域
の
範
囲

観
測
所
の
位
置
、
番
号
及
び
種
別
又
は
調
査
し
た
地
点
若
し
く
は
区
域

ロ
　
水
基
本
調
査
観
測
網
一
覧
表

名
称

調
査
地
域
の
範
囲

観
測
所
の
名
称
、
位
置
、
番
号
及
び
種
別
又
は
調
査
し
た
地
点
若
し
く
は
区
域

七
　
法
第
二
条
第
三
項
に
規
定
す
る
土
地
分
類
調
査
の
結
果
を
示
す
地
図
及
び
簿
冊
に
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を

表
示
す
る
も
の
と
す
る
。

イ
　
土
地
分
類
調
査
の
結
果
を
示
す
地
図

名
称

縮
尺

1



土
地
の
利
用
現
況
、
土
壌
の
物
理
的
及
び
化
学
的
性
質
、
浸
食
の
状
況
そ
の
他
の
主
要
な
自
然
的
要
素
の
性

状
別
分
布
状
況
並
び
に
そ
の
生
産
力
の
等
級
別
分
布
状
況

ロ
　
土
地
分
類
調
査
の
結
果
を
示
す
簿
冊

名
称

調
査
地
域
の
範
囲

土
地
の
利
用
現
況
、
土
壌
の
物
理
的
及
び
化
学
的
性
質
、
浸
食
の
状
況
そ
の
他
の
主
要
な
自
然
的
要
素
の
性

状
並
び
に
そ
の
生
産
力
の
等
級
区
分

八
　
法
第
二
条
第
四
項
に
規
定
す
る
水
調
査
の
結
果
を
示
す
地
図
及
び
簿
冊
に
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
表
示
す

る
も
の
と
す
る
。

イ
　
水
調
査
の
結
果
を
示
す
地
図

名
称

縮
尺

調
査
地
域
の
範
囲

観
測
所
の
位
置
、
番
号
及
び
種
別
又
は
調
査
し
た
地
点
若
し
く
は
区
域

降
水
量
、
陸
水
の
流
量
、
水
質
、
流
砂
量
、
取
水
量
、
用
水
量
若
し
く
は
排
水
量
の
状
況
又
は
水
利
慣
行
に

関
す
る
用
排
水
路
の
系
統

ロ
　
水
調
査
の
結
果
を
示
す
簿
冊

名
称

調
査
地
域
の
範
囲

観
測
所
の
名
称
、
位
置
、
番
号
及
び
種
別
又
は
調
査
し
た
地
点
若
し
く
は
区
域

調
査
期
間

調
査
に
基
づ
く
数
値
そ
の
他
の
事
項

九
　
法
第
二
条
第
五
項
に
規
定
す
る
地
図
（
以
下
「
地
籍
図
」
と
い
う
。
）
及
び
法
第
二
十
一
条
の
二
第
一
項
に

規
定
す
る
地
図
（
以
下
「
街
区
境
界
調
査
図
」
と
い
う
。
）
の
縮
尺
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

主
と
し
て
宅
地
が
占
め
る
地
域
及
び
そ
の
周
辺
の
地
域
　
二
百
五
十
分
の
一
又
は
五
百
分
の
一

主
と
し
て
田
、
畑
又
は
塩
田
が
占
め
る
地
域
及
び
そ
の
周
辺
の
地
域
　
五
百
分
の
一
、
千
分
の
一
又
は
二
千

五
百
分
の
一

主
と
し
て
山
林
、
牧
場
又
は
原
野
が
占
め
る
地
域
及
び
そ
の
周
辺
の
地
域
　
千
分
の
一
、
二
千
五
百
分
の
一

又
は
五
千
分
の
一

十
　
地
籍
図
及
び
街
区
境
界
調
査
図
の
図
郭
は
、
座
標
系
に
基
づ
い
て
区
画
す
る
も
の
と
す
る
。

十
一
　
地
籍
図
及
び
法
第
二
条
第
五
項
に
規
定
す
る
簿
冊
（
以
下
「
地
籍
簿
」
と
い
う
。
）
に
は
、
次
に
掲
げ
る

事
項
を
表
示
す
る
も
の
と
す
る
。

イ
　
地
籍
図

名
称

番
号

縮
尺

座
標
系
の
名
称
又
は
記
号

図
郭
線
及
び
そ
の
数
値

基
本
測
量
三
角
点
、
基
本
測
量
水
準
点
及
び
基
準
点
の
位
置

土
地
利
用
及
び
工
作
物
の
現
況

隣
図
と
の
関
係

地
番
区
域
の
名
称

毎
筆
の
土
地
の
境
界
線
及
び
地
番

ロ
　
地
籍
簿

毎
筆
の
土
地
の
所
在
、
地
番
、
地
目
及
び
地
積
並
び
に
所
有
者
の
住
所
及
び
氏
名
又
は
名
称

関
係
の
地
籍
図
の
番
号

十
二
　
街
区
境
界
調
査
図
及
び
法
第
二
十
一
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
簿
冊
（
以
下
「
街
区
境
界
調
査
簿
」
と

い
う
。
）
に
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
表
示
す
る
も
の
と
す
る
。

イ
　
街
区
境
界
調
査
図

名
称

番
号

縮
尺

座
標
系
の
名
称
又
は
記
号

図
郭
線
及
び
そ
の
数
値

基
本
測
量
三
角
点
、
基
本
測
量
水
準
点
及
び
基
準
点
の
位
置

土
地
利
用
及
び
工
作
物
の
現
況

隣
図
と
の
関
係

地
番
区
域
の
名
称

法
第
二
十
一
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
一
筆
又
は
二
筆
以
上
の
土
地
（
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
「
街
区
内

土
地
」
と
い
う
。
）
と
同
項
に
規
定
す
る
街
区
外
土
地
と
の
境
界
線

街
区
内
土
地
の
地
番

ロ
　
街
区
境
界
調
査
簿

街
区
内
土
地
の
所
在
及
び
地
番
並
び
に
所
有
者
の
住
所
及
び
氏
名
又
は
名
称

関
係
の
街
区
境
界
調
査
図
の
番
号

２
　
前
項
に
定
め
る
も
の
を
除
く
ほ
か
、
法
第
二
条
第
六
項
及
び
第
二
十
一
条
の
二
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
地
図
及

び
簿
冊
の
様
式
は
、
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
。

（
国
土
調
査
を
行
う
国
の
機
関
）

第
三
条
　
法
第
二
条
第
七
項
の
規
定
に
よ
る
国
の
機
関
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一
　
基
準
点
の
測
量

国
土
地
理
院

二
　
基
準
点
の
測
量
の
う
ち
補
助
基
準
点
の
測
量
及
び
基
準
点
の
改
算

農
林
水
産
省

林
野
庁

経
済
産
業
省

国
土
交
通
省

三
　
地
籍
調
査
の
基
礎
と
す
る
た
め
に
行
う
土
地
及
び
水
面
の
測
量

国
土
交
通
省

四
　
土
地
分
類
調
査
及
び
土
地
分
類
調
査
の
基
準
の
設
定
の
た
め
の
調
査

農
林
水
産
省

林
野
庁

経
済
産
業
省

国
土
交
通
省

五
　
水
調
査
及
び
水
調
査
の
基
準
の
設
定
の
た
め
の
調
査

農
林
水
産
省

林
野
庁

水
産
庁

経
済
産
業
省

国
土
交
通
省

環
境
省

２
　
前
項
に
掲
げ
る
測
量
又
は
調
査
の
範
囲
は
、
当
該
国
の
機
関
が
法
律
（
法
律
に
基
づ
く
命
令
を
含
む
。
）
の
定

め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
行
う
事
業
に
伴
い
実
施
さ
れ
る
測
量
又
は
調
査
の
範
囲
に
お
い
て
、
法
第
三
条
第
一
項
の
規

定
に
よ
る
基
礎
計
画
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

（
国
土
調
査
の
指
定
の
公
示
）

第
四
条
　
法
第
五
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
る
公
示
は
、
官
報
に
よ
り
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
て
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
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一
　
国
土
調
査
と
し
て
指
定
し
た
旨
及
び
指
定
の
年
月
日

二
　
調
査
を
行
う
者
の
名
称

三
　
調
査
地
域

四
　
調
査
期
間

（
国
土
調
査
の
指
定
の
公
表
）

第
五
条
　
法
第
六
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
る
公
表
は
、
都
道
府
県
知
事
が
通
常
用
い
る
公
表
の
方
法
に
よ
り
、
前
条

各
号
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
行
う
も
の
と
す
る
。

（
特
定
計
画
）

第
六
条
　
法
第
六
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
地
籍
調
査
に
関
す
る
特
定
計
画
に
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
定
め

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
調
査
地
域

二
　
調
査
面
積

三
　
調
査
期
間

（
都
道
府
県
計
画
）

第
七
条
　
法
第
六
条
の
三
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
地
籍
調
査
に
関
す
る
都
道
府
県
計
画
に
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を

定
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
調
査
地
域

二
　
調
査
面
積

三
　
調
査
期
間

四
　
第
一
号
の
調
査
地
域
の
特
性
に
応
じ
た
効
率
的
な
調
査
方
法
（
次
条
第
六
号
に
お
い
て
「
効
率
的
調
査
方

法
」
と
い
う
。
）
の
導
入
に
関
す
る
方
針

２
　
前
項
第
一
号
及
び
第
二
号
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
は
、
年
度
別
に
区
分
し
て
定
め
る
も
の
と
す
る
。

（
事
業
計
画
）

第
八
条
　
法
第
六
条
の
三
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
事
業
計
画
は
、
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
様
式
に
よ
り
、
次
に
掲

げ
る
事
項
に
つ
い
て
定
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
調
査
を
行
う
者
の
名
称

二
　
調
査
目
的

三
　
調
査
地
域

四
　
調
査
面
積

五
　
調
査
期
間

六
　
導
入
す
る
効
率
的
調
査
方
法
の
内
容
（
効
率
的
調
査
方
法
の
導
入
が
困
難
で
あ
る
と
き
は
、
そ
の
旨
及
び
そ

の
理
由
）

七
　
第
十
四
条
各
号
に
掲
げ
る
作
業
に
要
す
る
費
用
の
総
額

（
事
業
計
画
の
協
議
の
申
出
）

第
九
条
　
都
道
府
県
は
、
法
第
六
条
の
三
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
国
土
交
通
大
臣
に
協
議
を
申
し
出
よ
う
と
す
る
と

き
は
、
作
業
別
の
実
施
計
画
、
前
条
第
七
号
の
費
用
の
総
額
の
算
出
の
基
礎
そ
の
他
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
事

項
を
記
載
し
た
書
類
を
添
付
し
て
す
る
も
の
と
す
る
。

（
事
業
計
画
の
公
表
）

第
十
条
　
法
第
六
条
の
三
第
五
項
の
規
定
に
よ
る
公
表
は
、
都
道
府
県
知
事
が
通
常
用
い
る
公
表
の
方
法
に
よ
り
、

調
査
を
行
う
者
の
名
称
、
調
査
地
域
及
び
調
査
期
間
に
つ
い
て
行
う
も
の
と
す
る
。

（
国
土
調
査
の
実
施
の
公
示
）

第
十
一
条
　
法
第
七
条
の
規
定
に
よ
る
公
示
は
、
国
土
調
査
を
行
う
者
が
国
の
機
関
で
あ
る
場
合
に
お
い
て
は
官
報

に
よ
り
、
国
の
機
関
以
外
の
者
で
あ
る
場
合
に
お
い
て
は
そ
の
者
の
通
常
用
い
る
公
示
の
方
法
に
よ
り
、
次
に
掲

げ
る
事
項
を
記
載
し
て
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
国
土
調
査
と
し
て
指
定
さ
れ
た
年
月
日
又
は
事
業
計
画
が
定
め
ら
れ
た
年
月
日

二
　
調
査
を
実
施
す
る
者
の
名
称

三
　
調
査
地
域

四
　
調
査
期
間

（
国
土
調
査
の
実
施
の
勧
告
に
係
る
事
業
）

第
十
二
条
　
法
第
八
条
第
一
項
に
規
定
す
る
政
令
で
定
め
る
事
業
及
び
同
条
第
二
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す

る
法
第
五
条
第
一
項
か
ら
第
四
項
ま
で
に
規
定
す
る
政
令
で
定
め
る
事
業
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

一
　
土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
の
規
定
に
よ
る
土
地
改
良
事
業

二
　
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
の
規
定
に
よ
る
都
市
計
画
事
業

三
　
土
地
区
画
整
理
法
（
昭
和
二
十
九
年
法
律
第
百
十
九
号
）
の
規
定
に
よ
る
土
地
区
画
整
理
事
業

四
　
河
川
法
（
昭
和
三
十
九
年
法
律
第
百
六
十
七
号
）
の
規
定
に
よ
る
河
川
工
事

五
　
道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
の
規
定
に
よ
る
道
路
の
新
設
及
び
改
築

六
　
砂
防
法
（
明
治
三
十
年
法
律
第
二
十
九
号
）
の
規
定
に
よ
る
砂
防
工
事

七
　
森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
の
規
定
に
よ
る
地
域
森
林
計
画
の
作
成

八
　
牧
野
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
九
十
四
号
）
の
規
定
に
よ
る
牧
野
管
理
規
程
の
作
成

九
　
そ
の
他
前
各
号
に
準
ず
る
事
業
で
、
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
も
の

（
補
助
金
の
交
付
）

第
十
三
条
　
法
第
九
条
の
規
定
に
よ
り
国
土
調
査
を
行
う
者
に
対
し
て
行
う
補
助
金
の
交
付
は
、
次
に
掲
げ
る
経
費

に
つ
い
て
行
う
も
の
と
す
る
。

一
　
法
第
九
条
第
一
号
に
掲
げ
る
場
合
に
お
け
る
当
該
国
土
調
査
を
行
う
に
要
す
る
経
費

二
　
法
第
九
条
第
三
号
に
掲
げ
る
場
合
に
お
け
る
当
該
国
土
調
査
を
併
せ
行
う
に
要
す
る
経
費

２
　
法
第
九
条
の
規
定
に
よ
り
国
土
調
査
を
行
う
者
に
対
し
て
補
助
金
を
交
付
す
る
都
道
府
県
に
対
し
て
行
う
補
助

金
の
交
付
は
、
次
に
掲
げ
る
経
費
に
つ
い
て
行
う
も
の
と
す
る
。

一
　
法
第
九
条
第
二
号
に
掲
げ
る
場
合
に
お
け
る
当
該
国
土
調
査
を
行
う
に
要
す
る
経
費
に
つ
い
て
都
道
府
県
が

補
助
を
行
う
に
要
す
る
経
費

二
　
法
第
九
条
第
四
号
に
掲
げ
る
場
合
に
お
け
る
当
該
国
土
調
査
を
併
せ
行
う
に
要
す
る
経
費
に
つ
い
て
都
道
府

県
が
補
助
を
行
う
に
要
す
る
経
費

（
経
費
の
負
担
）

第
十
四
条
　
法
第
九
条
の
二
第
一
項
又
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
都
道
府
県
又
は
国
が
負
担
す
る
地
籍
調
査
に
要
す

る
経
費
は
、
次
に
掲
げ
る
作
業
に
要
す
る
費
用
で
、
調
査
地
域
の
面
積
、
調
査
作
業
の
難
易
等
を
考
慮
し
て
国
土

交
通
大
臣
が
定
め
る
基
準
に
よ
つ
て
算
定
し
た
も
の
と
す
る
。

一
　
一
筆
地
調
査

二
　
地
籍
図
根
三
角
測
量

三
　
地
籍
図
根
多
角
測
量

四
　
地
籍
細
部
測
量

五
　
空
中
写
真
の
撮
影

六
　
空
中
写
真
の
図
化

七
　
地
積
測
定

八
　
地
籍
図
及
び
地
籍
簿
の
作
成

九
　
街
区
境
界
調
査
図
及
び
街
区
境
界
調
査
簿
の
作
成

（
誤
差
の
限
度
）

第
十
五
条
　
法
第
十
七
条
第
二
項
（
法
第
二
十
一
条
の
二
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
及
び
第
十

九
条
第
二
項
（
法
第
二
十
一
条
の
二
第
六
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
る

誤
差
の
限
度
は
、
別
表
第
二
か
ら
別
表
第
四
ま
で
の
と
お
り
と
す
る
。

（
国
土
調
査
の
成
果
の
認
証
）

第
十
六
条
　
法
第
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
認
証
の
請
求
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
認
証
請
求
書
を

提
出
し
て
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
調
査
を
行
つ
た
者
の
名
称

二
　
法
第
十
八
条
の
規
定
に
よ
り
送
付
し
た
地
図
及
び
簿
冊
（
以
下
「
国
土
調
査
の
成
果
」
と
い
う
。
）
の
名
称

２
　
前
項
の
認
証
請
求
書
に
は
、
当
該
国
土
調
査
の
成
果
の
写
し
二
部
を
添
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
法

第
十
八
条
の
規
定
に
よ
り
情
報
通
信
技
術
を
活
用
し
た
行
政
の
推
進
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
四
年
法
律
第
百
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五
十
一
号
）
第
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
同
項
に
規
定
す
る
電
子
情
報
処
理
組
織
を
使
用
し
て
当
該
国
土
調
査

の
成
果
に
係
る
電
磁
的
記
録
（
電
子
的
方
式
、
磁
気
的
方
式
そ
の
他
人
の
知
覚
に
よ
つ
て
は
認
識
す
る
こ
と
が
で

き
な
い
方
式
で
作
ら
れ
る
記
録
で
あ
つ
て
、
電
子
計
算
機
に
よ
る
情
報
処
理
の
用
に
供
さ
れ
る
も
の
を
い
う
。
）

を
送
付
し
た
場
合
に
お
け
る
当
該
国
土
調
査
の
成
果
に
係
る
認
証
請
求
書
に
つ
い
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

（
国
土
調
査
の
成
果
の
認
証
の
場
合
に
お
け
る
国
土
交
通
大
臣
又
は
国
土
交
通
大
臣
等
の
承
認
）

第
十
七
条
　
法
第
十
九
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
承
認
の
申
請
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
承
認
申
請
書
を

提
出
し
て
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
調
査
を
行
つ
た
者
の
名
称

二
　
国
土
調
査
の
成
果
の
名
称

三
　
当
該
国
土
調
査
の
成
果
に
存
す
る
測
量
又
は
調
査
上
の
誤
差
の
程
度

２
　
前
項
の
承
認
申
請
書
に
は
、
当
該
国
土
調
査
の
成
果
に
係
る
測
量
若
し
く
は
調
査
に
つ
い
て
誤
り
若
し
く
は
第

十
五
条
に
規
定
す
る
限
度
以
上
の
誤
差
が
な
い
こ
と
を
証
す
る
書
類
又
は
当
該
国
土
調
査
の
成
果
の
写
し
一
部
を

添
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
国
土
調
査
の
成
果
等
を
認
証
し
た
旨
の
公
告
）

第
十
八
条
　
法
第
十
九
条
第
四
項
（
法
第
二
十
一
条
の
二
第
六
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）

の
規
定
に
よ
る
公
告
は
、
国
土
交
通
大
臣
又
は
事
業
所
管
大
臣
に
あ
つ
て
は
官
報
に
よ
り
、
都
道
府
県
知
事
に
あ

つ
て
は
そ
の
通
常
用
い
る
公
示
の
方
法
に
よ
り
、
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
国
土
調
査
の
成
果
の
認
証
に
準
ず
る
指
定
）

第
十
九
条
　
法
第
十
九
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
る
認
証
の
申
請
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
認
証
申
請
書
を

国
土
交
通
大
臣
又
は
事
業
所
管
大
臣
に
提
出
し
て
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
測
量
及
び
調
査
を
行
つ
た
者
の
氏
名
又
は
名
称

二
　
作
成
し
た
地
図
及
び
簿
冊
の
名
称

三
　
測
量
及
び
調
査
を
行
つ
た
地
域
及
び
期
間

四
　
第
二
号
の
地
図
及
び
簿
冊
に
存
す
る
測
量
又
は
調
査
上
の
誤
差
の
程
度

五
　
法
第
十
九
条
第
六
項
の
規
定
に
よ
り
国
土
調
査
を
行
う
者
が
申
請
す
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
当
該
国
土
調
査

を
行
う
者
の
名
称

２
　
前
項
の
認
証
申
請
書
に
は
、
当
該
測
量
及
び
調
査
の
結
果
作
成
さ
れ
た
地
図
及
び
簿
冊
の
写
し
二
部
を
添
え
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３
　
法
第
十
九
条
第
六
項
の
規
定
に
よ
り
国
土
調
査
を
行
う
者
が
同
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
る
認
証
の
申
請
を
行
う

と
き
は
、
前
項
に
規
定
す
る
も
の
の
ほ
か
、
同
条
第
六
項
後
段
の
同
意
を
得
た
こ
と
を
証
す
る
書
類
を
添
え
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

４
　
第
十
七
条
の
規
定
は
、
法
第
十
九
条
第
七
項
の
規
定
に
よ
り
事
業
所
管
大
臣
が
国
土
交
通
大
臣
の
承
認
を
得
る

場
合
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

（
国
土
調
査
の
成
果
の
認
証
に
準
ず
る
指
定
を
し
た
旨
の
公
告
）

第
二
十
条
　
法
第
十
九
条
第
八
項
の
規
定
に
よ
る
公
告
は
、
官
報
に
よ
り
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
街
区
境
界
調
査
成
果
の
認
証
及
び
承
認
）

第
二
十
一
条
　
法
第
二
十
一
条
の
二
第
五
項
の
規
定
に
よ
る
認
証
の
請
求
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
認
証

請
求
書
を
提
出
し
て
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
法
第
二
十
一
条
の
二
第
一
項
の
調
査
及
び
測
量
を
行
つ
た
地
方
公
共
団
体
又
は
土
地
改
良
区
等
の
名
称

二
　
法
第
二
十
一
条
の
二
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
十
八
条
の
規
定
に
よ
り
送
付
し
た
地
図
及
び
簿
冊

（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
街
区
境
界
調
査
成
果
」
と
い
う
。
）
の
名
称

２
　
第
十
六
条
第
二
項
の
規
定
は
、
前
項
の
認
証
請
求
書
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
条
第
二

項
中
「
国
土
調
査
の
成
果
」
と
あ
る
の
は
、
「
街
区
境
界
調
査
成
果
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

３
　
第
十
七
条
の
規
定
は
、
法
第
二
十
一
条
の
二
第
六
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
法
第
十
九
条
第
三
項
の

規
定
に
よ
る
承
認
の
申
請
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
十
七
条
第
一
項
第
一
号
中
「
調
査
を

行
つ
た
者
」
と
あ
る
の
は
「
法
第
二
十
一
条
の
二
第
一
項
の
調
査
及
び
測
量
を
行
つ
た
地
方
公
共
団
体
又
は
土
地

改
良
区
等
」
と
、
同
項
第
二
号
及
び
第
三
号
並
び
に
同
条
第
二
項
中
「
国
土
調
査
の
成
果
」
と
あ
る
の
は
「
街
区

境
界
調
査
成
果
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

附
　
則

こ
の
政
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
二
七
年
七
月
三
一
日
政
令
第
三
二
〇
号
）

こ
の
政
令
は
、
昭
和
二
十
七
年
八
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
二
七
年
一
二
月
四
日
政
令
第
四
七
九
号
）
　
抄

１
　
こ
の
政
令
の
規
定
中
、
第
四
条
第
一
項
第
六
号
か
ら
第
十
一
号
ま
で
の
規
定
は
昭
和
二
十
八
年
四
月
一
日
か

ら
、
そ
の
他
の
規
定
は
法
施
行
の
日
（
昭
和
二
十
七
年
十
二
月
五
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
二
八
年
九
月
三
日
政
令
第
二
六
八
号
）

こ
の
政
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
三
〇
年
三
月
三
一
日
政
令
第
四
七
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
政
令
は
、
法
の
施
行
の
日
（
昭
和
三
十
年
四
月
一
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
三
〇
年
七
月
二
〇
日
政
令
第
一
三
三
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
政
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
三
二
年
五
月
二
〇
日
政
令
第
一
〇
七
号
）

こ
の
政
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
三
五
年
七
月
一
日
政
令
第
一
九
〇
号
）

こ
の
政
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
三
五
年
一
〇
月
七
日
政
令
第
二
六
三
号
）
　
抄

１
　
こ
の
政
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
三
七
年
七
月
二
日
政
令
第
二
八
一
号
）
　
抄

１
　
こ
の
政
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
四
〇
年
二
月
一
一
日
政
令
第
一
四
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
政
令
は
、
法
の
施
行
の
日
（
昭
和
四
十
年
四
月
一
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
四
一
年
三
月
二
二
日
政
令
第
三
〇
号
）

こ
の
政
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
四
三
年
一
〇
月
二
二
日
政
令
第
三
一
〇
号
）

こ
の
政
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
四
四
年
六
月
一
三
日
政
令
第
一
五
八
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
政
令
は
、
法
の
施
行
の
日
（
昭
和
四
十
四
年
六
月
十
四
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
四
七
年
四
月
二
八
日
政
令
第
一
〇
一
号
）
　
抄

１
　
こ
の
政
令
は
、
法
の
施
行
の
日
（
昭
和
四
十
七
年
五
月
十
五
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
四
九
年
六
月
二
六
日
政
令
第
二
二
五
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
政
令
は
、
国
土
庁
設
置
法
の
施
行
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
五
一
年
二
月
三
日
政
令
第
一
六
号
）

こ
の
政
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
五
三
年
七
月
五
日
政
令
第
二
八
二
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
政
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
五
三
年
七
月
一
一
日
政
令
第
二
八
六
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
政
令
は
、
法
の
施
行
の
日
（
昭
和
五
十
三
年
十
月
二
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
五
三
年
七
月
一
四
日
政
令
第
二
八
八
号
）

4



こ
の
政
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
六
〇
年
三
月
五
日
政
令
第
二
四
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
政
令
は
、
昭
和
六
十
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
六
〇
年
三
月
一
五
日
政
令
第
三
一
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
政
令
は
、
昭
和
六
十
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
六
二
年
三
月
二
〇
日
政
令
第
五
四
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
政
令
は
、
昭
和
六
十
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
元
年
三
月
一
七
日
政
令
第
五
一
号
）

こ
の
政
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
年
六
月
二
九
日
政
令
第
一
八
三
号
）

こ
の
政
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
一
年
一
〇
月
二
九
日
政
令
第
三
四
六
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
政
令
は
、
平
成
十
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
二
年
六
月
七
日
政
令
第
三
一
二
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
政
令
は
、
内
閣
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
十
一
年
法
律
第
八
十
八
号
）
の
施
行
の
日
（
平
成
十

三
年
一
月
六
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
五
年
一
月
三
一
日
政
令
第
二
八
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
政
令
は
、
行
政
手
続
等
に
お
け
る
情
報
通
信
の
技
術
の
利
用
に
関
す
る
法
律
の
施
行
の
日
（
平
成
十

五
年
二
月
三
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
七
年
一
二
月
二
一
日
政
令
第
三
七
五
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
政
令
は
、
総
合
的
な
国
土
の
形
成
を
図
る
た
め
の
国
土
総
合
開
発
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
等
の
法
律
の

施
行
の
日
（
平
成
十
七
年
十
二
月
二
十
二
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
二
年
三
月
三
一
日
政
令
第
七
九
号
）

こ
の
政
令
は
、
平
成
二
十
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
二
条
中
国
土
調
査
法
施
行
令
別
表
第

六
の
改
正
規
定
（
「
左
の
各
号
の
一
」
を
「
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
」
に
、
「
一
万
円
」
を
「
三
十
万
円
」
に
、
「
立

入
」
を
「
立
入
り
」
に
改
め
る
部
分
に
限
る
。
）
は
、
公
布
の
日
か
ら
起
算
し
て
一
月
を
経
過
し
た
日
か
ら
施
行

す
る
。附

　
則
　
（
平
成
二
二
年
七
月
一
六
日
政
令
第
一
六
九
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
政
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
五
年
六
月
一
四
日
政
令
第
一
八
四
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
政
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
令
和
元
年
一
二
月
一
三
日
政
令
第
一
八
三
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
政
令
は
、
情
報
通
信
技
術
の
活
用
に
よ
る
行
政
手
続
等
に
係
る
関
係
者
の
利
便
性
の
向
上
並
び
に
行

政
運
営
の
簡
素
化
及
び
効
率
化
を
図
る
た
め
の
行
政
手
続
等
に
お
け
る
情
報
通
信
の
技
術
の
利
用
に
関
す
る
法
律

等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
次
条
に
お
い
て
「
改
正
法
」
と
い
う
。
）
の
施
行
の
日
（
令
和
元
年
十
二
月
十
六

日
）
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

第
二
条
　

２
　
改
正
法
の
施
行
の
日
前
に
旧
情
報
通
信
技
術
利
用
法
第
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
同
項
に
規
定
す
る
電
子
情

報
処
理
組
織
を
使
用
し
て
国
土
調
査
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
の
規
定
に
よ
る
送
付
が

行
わ
れ
た
場
合
に
お
い
て
、
同
日
以
後
に
同
法
第
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
当
該
送
付
に
係
る
地
図
及
び
簿

冊
の
認
証
の
請
求
が
あ
っ
た
と
き
は
、
当
該
送
付
を
新
情
報
通
信
技
術
活
用
法
第
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
同

項
に
規
定
す
る
電
子
情
報
処
理
組
織
を
使
用
し
て
行
わ
れ
た
国
土
調
査
法
第
十
八
条
の
規
定
に
よ
る
送
付
と
み
な

し
て
、
第
十
三
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
国
土
調
査
法
施
行
令
第
十
六
条
第
二
項
た
だ
し
書
の
規
定
を
適
用
す

る
。

附
　
則
　
（
令
和
二
年
三
月
三
一
日
政
令
第
一
三
七
号
）
　
抄

こ
の
政
令
は
、
令
和
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
令
和
二
年
六
月
一
二
日
政
令
第
一
八
三
号
）

こ
の
政
令
は
、
土
地
基
本
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
附
則
第
一
項
第
三
号
に
掲
げ
る
規
定
の
施
行
の
日

（
令
和
二
年
九
月
二
十
九
日
）
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
一
条
中
国
土
調
査
法
施
行
令
第
二
条
第
一
項
第
四

号
イ
の
改
正
規
定
は
、
同
年
六
月
十
五
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
令
和
六
年
三
月
二
九
日
政
令
第
一
〇
二
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
政
令
は
、
令
和
六
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

別
表
第
一
　
座
標
系
の
区
分
等
（
第
二
条
関
係
）

座
標
系
の
区
分

座
標
系
原
点

適
用
区
域

名
称

記
号
経
度
（
東
経
）

緯
度
（
北
緯
）

九
州
西

Ⅰ

一
二
九
度
三
〇
分
〇

秒
・
〇
〇
〇

三
三
度
〇
分
〇
秒
・

〇
〇
〇

長
崎
県
　
鹿
児
島
県
の
う
ち
北
緯
三
十
二
度
か
ら

南
で
あ
り
、
か
つ
、
東
経
百
三
十
度
か
ら
西
で
あ

る
区
域
（
喜
界
島
を
含
む
。
）

九
州
東

Ⅱ

一
三
一
度
〇
分
〇
秒
・

〇
〇
〇

三
三
度
〇
分
〇
秒
・

〇
〇
〇

福
岡
県
　
佐
賀
県
　
熊
本
県
　
大
分
県
　
宮
崎

県
　
鹿
児
島
県
（
九
州
西
の
座
標
系
に
属
す
る
区

域
を
除
く
。
）

中
国
西

Ⅲ

一
三
二
度
一
〇
分
〇

秒
・
〇
〇
〇

三
六
度
〇
分
〇
秒
・

〇
〇
〇

島
根
県
　
広
島
県
　
山
口
県

四
国

Ⅳ

一
三
三
度
三
〇
分
〇

秒
・
〇
〇
〇

三
三
度
〇
分
〇
秒
・

〇
〇
〇

徳
島
県
　
香
川
県
　
愛
媛
県
　
高
知
県

中
国
東

Ⅴ

一
三
四
度
二
〇
分
〇

秒
・
〇
〇
〇

三
六
度
〇
分
〇
秒
・

〇
〇
〇

兵
庫
県
　
鳥
取
県
　
岡
山
県

近
畿

Ⅵ

一
三
六
度
〇
分
〇
秒
・

〇
〇
〇

三
六
度
〇
分
〇
秒
・

〇
〇
〇

福
井
県
　
三
重
県
　
滋
賀
県
　
京
都
府
　
大
阪

府
　
奈
良
県
　
和
歌
山
県

中
部
西

Ⅶ

一
三
七
度
一
〇
分
〇

秒
・
〇
〇
〇

三
六
度
〇
分
〇
秒
・

〇
〇
〇

富
山
県
　
石
川
県
　
岐
阜
県
　
愛
知
県

中
部
東

Ⅷ

一
三
八
度
三
〇
分
〇

秒
・
〇
〇
〇

三
六
度
〇
分
〇
秒
・

〇
〇
〇

新
潟
県
　
山
梨
県
　
長
野
県
　
静
岡
県

関
東

Ⅸ

一
三
九
度
五
〇
分
〇

秒
・
〇
〇
〇

三
六
度
〇
分
〇
秒
・

〇
〇
〇

福
島
県
　
茨
城
県
　
栃
木
県
　
群
馬
県
　
埼
玉

県
　
千
葉
県
　
東
京
都
（
小
笠
原
支
庁
管
内
を
除

く
。
）
　
神
奈
川
県

東
北

Ⅹ

一
四
〇
度
五
〇
分
〇

秒
・
〇
〇
〇

四
〇
度
〇
分
〇
秒
・

〇
〇
〇

青
森
県
　
岩
手
県
　
宮
城
県
　
秋
田
県
　
山
形
県

北
海
道
西

Ⅹ
Ⅰ
一
四
〇
度
一
五
分
〇

秒
・
〇
〇
〇

四
四
度
〇
分
〇
秒
・

〇
〇
〇

小
樽
市
　
函
館
市
　
伊
達
市
　
北
斗
市
　
後
志
総

合
振
興
局
管
内
　
胆
振
総
合
振
興
局
管
内
の
う
ち
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虻
田
郡
及
び
有
珠
郡
　
檜
山
振
興
局
管
内
　
渡
島

総
合
振
興
局
管
内

北
海
道
中

Ⅹ
Ⅱ
一
四
二
度
一
五
分
〇

秒
・
〇
〇
〇

四
四
度
〇
分
〇
秒
・

〇
〇
〇

稚
内
市
　
留
萌
市
　
旭
川
市
　
美
唄
市
　
岩
見
沢

市
　
札
幌
市
　
夕
張
市
　
苫
小
牧
市
　
室
蘭
市
　

芦
別
市
　
江
別
市
　
赤
平
市
　
紋
別
市
　
士
別

市
　
名
寄
市
　
三
笠
市
　
千
歳
市
　
滝
川
市
　
砂

川
市
　
歌
志
内
市
　
深
川
市
　
富
良
野
市
　
登
別

市
　
恵
庭
市
　
北
広
島
市
　
石
狩
市
　
宗
谷
総
合

振
興
局
管
内
　
留
萌
振
興
局
管
内
　
上
川
総
合
振

興
局
管
内
　
オ
ホ
ー
ツ
ク
総
合
振
興
局
管
内
の
う

ち
紋
別
郡
　
空
知
総
合
振
興
局
管
内
　
石
狩
振
興

局
管
内
　
胆
振
総
合
振
興
局
管
内
（
虻
田
郡
及
び

有
珠
郡
を
除
く
。
）
　
日
高
振
興
局
管
内

北
海
道
北

Ⅹ
Ⅲ
一
四
四
度
一
五
分
〇

秒
・
〇
〇
〇

四
四
度
〇
分
〇
秒
・

〇
〇
〇

網
走
市
　
北
見
市
　
釧
路
市
　
帯
広
市
　
根
室

市
　
オ
ホ
ー
ツ
ク
総
合
振
興
局
管
内
（
紋
別
郡
を

除
く
。
）
　
根
室
振
興
局
管
内
　
釧
路
総
合
振
興
局

管
内
　
十
勝
総
合
振
興
局
管
内

小
笠
原
諸
島
Ⅹ
Ⅳ
一
四
二
度
〇
分
〇
秒
・

〇
〇
〇

二
六
度
〇
分
〇
秒
・

〇
〇
〇

東
京
都
小
笠
原
支
庁
管
内

沖
縄
諸
島
中
Ⅹ
Ⅴ
一
二
七
度
三
〇
分
〇

秒
・
〇
〇
〇

二
六
度
〇
分
〇
秒
・

〇
〇
〇

沖
縄
県
の
う
ち
東
経
百
二
十
六
度
か
ら
東
で
あ

り
、
か
つ
、
東
経
百
三
十
度
か
ら
西
で
あ
る
区
域

沖
縄
諸
島
西
Ⅹ
Ⅵ
一
二
四
度
〇
分
〇
秒
・

〇
〇
〇

二
六
度
〇
分
〇
秒
・

〇
〇
〇

沖
縄
県
の
う
ち
東
経
百
二
十
六
度
か
ら
西
で
あ
る

区
域

沖
縄
諸
島
東
Ⅹ
Ⅶ
一
三
一
度
〇
分
〇
秒
・

〇
〇
〇

二
六
度
〇
分
〇
秒
・

〇
〇
〇

沖
縄
県
の
う
ち
東
経
百
三
十
度
か
ら
東
で
あ
る

区
域

備
考

座
標
系
は
、
地
点
の
座
標
値
が
次
の
条
件
に
従
つ
て
ガ
ウ
ス
の
等
角
投
影
法
に
よ
つ
て
表
示
さ
れ
る
よ
う
に
設
け
る

も
の
と
す
る
。

一
　
座
標
系
の
Ｘ
軸
は
、
座
標
系
原
点
に
お
い
て
子
午
線
に
一
致
す
る
軸
と
し
、
真
北
に
向
う
値
を
正
と
し
、
座
標

系
の
Ｙ
軸
は
、
座
標
系
原
点
に
お
い
て
座
標
系
の
Ｘ
軸
に
直
交
す
る
軸
と
し
、
真
東
に
向
う
値
を
正
と
す
る
。

二
　
座
標
系
の
Ｘ
軸
上
に
お
け
る
縮
尺
係
数
は
、
〇
・
九
九
九
九
と
す
る
。

三
　
座
標
系
原
点
の
座
標
値
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

Ｘ＝

０
．
０
０
０
メ
ー
ト
ル

Ｙ＝

０
．
０
０
０
メ
ー
ト
ル

別
表
第
二
　
基
準
点
の
測
量
の
誤
差
の
限
度
（
第
十
五
条
関
係
）

区
分

水
平
位
置
の
誤
差

高
さ
の
誤
差

座
標
の
誤
差
辺
長
の
閉
合
比

角
の
閉
合
差

距
離
測
定
の
誤

差

出
合
差

閉
合
差

基
準
点

三
角
点±

１
０
ｃ
ｍ
１
／
１
０
，
０

０
０

２
０
秒
（
２
５

秒
）

　

３
０
ｃ
ｍ
（
４

５
ｃ
ｍ
）

　

多
角
点±

１
０
ｃ
ｍ
１
／
５
，
０
０

０

３
０
秒√

ｎ

１
／
１
０
，
０

０
０

　

１
０
ｃ
ｍ
＋

３
ｃ
ｍ√

ｎ

水
準
点
　

　

　

　

距
離
２
ｋ
ｍ
に

つ
き
１
．
５
ｃ

ｍ

１
．
０
ｃ
ｍ

√

Ｓ

補
助
基
準
点
三
角
点±

２
０
ｃ
ｍ
１
／
７
，
０
０

０

４
０
秒

　

４
５
ｃ
ｍ

　

多
角
点±

２
０
ｃ
ｍ
１
／
３
，
０
０

０（
１
／
２
，
０
０

０
）

４
０
秒√

ｎ

（
６
０
秒√

ｎ
）

１
／
５
，
０
０

０（
１
／
３
，
０

０
０
）

　

１
５
ｃ
ｍ
＋

５
ｃ
ｍ√

ｎ

水
準
点
　

　

　

　

距
離
１
ｋ
ｍ
に

つ
き
１
．
５
ｃ

ｍ

１
．
５
ｃ
ｍ

√

Ｓ

備
考

一
　
座
標
の
誤
差
と
は
、
既
知
点
か
ら
算
出
し
た
当
該
点
の
座
標
値
の
平
均
値
の
平
均
二
乗
誤
差
を
い
う
。

二
　
角
の
閉
合
差
と
は
、
三
角
点
に
あ
つ
て
は
三
角
形
の
閉
合
差
を
、
多
角
点
に
あ
つ
て
は
既
知
方
向
に
対
す
る
方

向
の
閉
合
差
を
い
う
。

三
　
表
中
括
弧
内
の
数
値
を
適
用
す
る
場
合
は
、
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
。

四
　
ｎ
は
、
多
角
測
量
に
お
け
る
当
該
多
角
路
線
の
辺
数
を
、
Ｓ
は
、
水
準
測
量
に
お
け
る
当
該
水
準
路
線
の
全
長

を
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
単
位
で
示
し
た
数
と
す
る
。

五
　
ｃ
ｍ
は
、
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
、
ｋ
ｍ
は
、
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
略
字
と
す
る
。

別
表
第
三
　
地
籍
基
本
三
角
点
、
地
籍
基
本
多
角
点
及
び
地
籍
基
本
細
部
点
の
測
量
の
誤
差
の
限
度
（
第
十
五
条
関

係
）

区
分

水
平
位
置
の
誤
差

座
標
の
誤
差

閉
合
比

地
籍
基
本
三
角
点

±

２
０
ｃ
ｍ

１
／
７
，
０
０
０

地
籍
基
本
多
角
点

±

２
０
ｃ
ｍ

１
／
３
，
０
０
０

地
籍
基
本
細
部
点

±

２
０
ｃ
ｍ

１
／
２
，
０
０
０

備
考

一
　
座
標
の
誤
差
と
は
、
別
表
第
二
の
備
考
に
規
定
す
る
座
標
の
誤
差
を
い
う
。

二
　
ｃ
ｍ
は
、
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
略
字
と
す
る
。

別
表
第
四
　
一
筆
地
測
量
及
び
地
積
測
定
の
誤
差
の
限
度
（
第
十
五
条
関
係
）

精
度
区
分

筆
界
点
の
位
置
誤
差

筆
界
点
間
の
図
上
距
離
又
は

計
算
距
離
と
直
接
測
定
に
よ

る
距
離
と
の
差
異
の
公
差

地
積
測
定
の
公
差

平
均
二
乗
誤
差

公
差

甲
一

２
ｃ
ｍ

６
ｃ
ｍ

０
．
０
２
０
ｍ
＋
０
．
０
０

３√

Ｓ
ｍ
＋α

ｍ
ｍ

（
０
．
０
２
５
＋
０
．
０

０
３
４√

Ｆ
）√

Ｆ
ｍ
２

甲
二

７
ｃ
ｍ

２
０
ｃ
ｍ

０
．
０
４
ｍ
＋
０
．
０
１√

Ｓ
ｍ
＋α

ｍ
ｍ

（
０
．
０
５
＋
０
．
０
１
４

√

Ｆ
）√

Ｆ
ｍ
２

甲
三

１
５
ｃ
ｍ

４
５
ｃ
ｍ

０
．
０
８
ｍ
＋
０
．
０
２√

Ｓ
ｍ
＋α

ｍ
ｍ

（
０
．
１
０
＋
０
．
０
２
４

√

Ｆ
）√

Ｆ
ｍ
２

乙
一

２
５
ｃ
ｍ

７
５
ｃ
ｍ

０
．
１
３
ｍ
＋
０
．
０
４√

Ｓ
ｍ
＋α

ｍ
ｍ

（
０
．
１
０
＋
０
．
０
４
４

√

Ｆ
）√

Ｆ
ｍ
２

乙
二

５
０
ｃ
ｍ

１
５
０
ｃ
ｍ

０
．
２
５
ｍ
＋
０
．
０
７√

Ｓ
ｍ
＋α

ｍ
ｍ

（
０
．
２
５
＋
０
．
０
７
４

√

Ｆ
）√

Ｆ
ｍ
２

乙
三

１
０
０
ｃ
ｍ

３
０
０
ｃ
ｍ

０
．
５
０
ｍ
＋
０
．
１
４√

Ｓ
ｍ
＋α

ｍ
ｍ

（
０
．
５
０
＋
０
．
１
４
４

√

Ｆ
）√

Ｆ
ｍ
２

6



備
考

一
　
精
度
区
分
と
は
、
誤
差
の
限
度
の
区
分
を
い
い
、
そ
の
適
用
の
基
準
は
、
国
土
交
通
大
臣
が
定
め
る
。

二
　
筆
界
点
の
位
置
誤
差
と
は
、
当
該
筆
界
点
の
こ
れ
を
決
定
し
た
与
点
に
対
す
る
位
置
誤
差
を
い
う
。

三
　
Ｓ
は
、
筆
界
点
間
の
距
離
を
メ
ー
ト
ル
単
位
で
示
し
た
数
と
す
る
。

四
　α
は
、
図
解
法
を
用
い
る
場
合
に
お
い
て
、
図
解
作
業
の
級
が
、
Ａ
級
で
あ
る
と
き
は
〇
・
二
に
、
そ
の
他

で
あ
る
と
き
は
〇
・
三
に
当
該
地
籍
図
の
縮
尺
の
分
母
の
数
を
乗
じ
て
得
た
数
と
す
る
。
図
解
作
業
の
Ａ
級
と
は
、

図
解
法
に
よ
る
与
点
の
プ
ロ
ツ
ト
の
誤
差
が
〇
・
一
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
以
内
で
あ
る
級
を
い
う
。

五
　
Ｆ
は
、
一
筆
地
の
地
積
を
平
方
メ
ー
ト
ル
単
位
で
示
し
た
数
と
す
る
。

六
　
ｍ
は
メ
ー
ト
ル
、
ｃ
ｍ
は
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
ｍ
ｍ
は
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
、
ｍ
２

は
平
方
メ
ー
ト
ル
の
略
字
と
す

る
。
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